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静岡地学 言号(間関)

有孔訟によ 位学的研

茨木雅

はむめに

地質図を開くと，化石産地には記号が記入してある O 化石が限られた所にしか出ないというのは

大型の肉眼的なもので?顕徴鏡でないとわからとrい小さな徴化石は?泥質岩ならいたるところから

るO 主なものは有干し虫?放散虫?介形類 (0st racoda) ，珪藻?花粉などで F これらは

に産出するので定量的に扱えるほどである O このうち?有孔虫類について多少の研究資料があるの

で脊孔虫についての概略をのべながらこれを紹介する O

すでに読者もよく御承知のことと思うが?まず有孔虫 (F0 r am i n i f e r a)を生物学的分類で

いえば京生動物 (Protozoa)の根足綱に麗する単細胞動物で? 原形質からなり?これから嘆し

t "¥形態をもっ殻を分泌してそれ自体を包んでいる。脊孔虫の殻は，一般に誌小型で 0.5m.m '"'-.J 1捌の

もの(小型有孔虫)が多いが?古第三紀の貨幣石 (Nummuよiねりのように 5cm長越すものもあ

ち肉眼的になる〈大型有孔虫) 0 穀には口孔?細孔があり原形質はここから押し出されて殻の外側

で糸状に分校し? となっている O 有孔虫の が化石として されることはないが?殻が

って化石として地層中に産する O 殻は珪質?砂質?石灰質などあるが?設をもっ有孔虫類はほと

んど海棲である。生活区域はきわめて広く?鼠棲のもの(底接脊孔虫)は沿岸から 1，000m深度以

上の海底まで棲んでおり F 浮遊性のもの(浮遊性有孔虫jは河口や内湾のように淡水の影響の強い

ところを除いて全海洋に分布する O

有孔虫には世代交番の現象があり?同一種に必ず徴球型 (microspheric form) ，顕球型

(megalospher i c form) の 2つの型があり前者は後者に比較して殻の外形がし 1ちじるしく大

きいが?徴小な初房から殻の発達がはじまる O 後者は大きな初房から発達してくるが外形は小さい

という特徴がある O 徴球型が成熟すると涼形質は全部穀の外に押し出され?多くの球形の小塊に分

かれる O その後?各原形質の小塊の周凶に殻が生じ顕球型となる O これに対して?顕球型の原形質

は成熟すると分裂し，鞭毛をもっ多くの遊走子になって穀の外に放出される。こ

個体から放出された遊走子と結びつき 1つの個体を形成する O この接合子に殻が

るO 同一産地においては，顕球型の方が徴球型の よりはるかに多い O

1. 小型有孔患による堆議環境の推定

は別偲の

じ徴球型ができ

浅い海の堆積物にはもちろん?たいていの海成震には小型脊孔虫が含まれるつ一殻に有孔虫は環
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院内層?仙台では茂庭層?北関東で ?秩父では秩父町層@小鹿野町麗，房総、では中原I国?

伊豆では下白岩ほか?掛)11では西郷層である O 矢部@半沢はこの含Lepidocycli陶第三系の

準は同 で?これをヨーロッパ標準年代のおurdigalian であるとしてきた O しかし p 丹沢

山地においては上限と下隈の は 6，000怖を越すといわれ F 層位的に 3 ると考えられて

いる O また?伊豆半島でも含 Lepidoc ycμnα については?湯

ケ島層上部におくという見解と白浜層群に含めるという 2つの異なっ

た見解がある O

いっぽう共存する浮遊性有孔虫種から Lepidocycμ加産出

を調べると，伊豆下白岩以外の各地では Gloh ige rina t eμα z， ns 

uetα帯に隈られており?斎藤らはこれを中新統最下部A司ui t an i -

an にしている O ただし 9 岩だけは Gloh 0γotαμαmαy-

e rz， 情で p 他の産地よりはるかに上位の.Nelvet 切符に対比され

ている O

最近Van d e r V 1 e r kは Lepid ocycμ naの“ grade of en-

鮮
As t i an 

新 P i acen ti an 

世 Pontian 

S armat i an 

中 Torton i an 

新 Helvet ian 

世
B u r d i g a 1 i an 

Aqu i tani an 

表1. ヨーロッパの新第

三紀年代区分

closure" (factor A)が時代とともに変化していくことをのベ?これによって時代決定がで

きるという考え在提出した O もしもこれが広く できるならば ，Lepidocycli九α の計測によ

を決めることが可能かもしれとfいO そこって日本でも合LePidocyclina の

は?秩父産@房総、埋田産@ @滑JlI産の Lepidocycl山 α を調べたところ? 秩父産@

の factorAはほぼ同じ龍を示し? これらと下白岩産のを比べると大部分のものは

をえた o 11直が大きいほど時代が新しし 1とすれば秩父@理由のものよ

り @滑)1Iの方 しいということになる O
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臨版 1
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1) 1側帯主

1. 秩父産 Lepidocyclinaの横断面

2. 埋田産 Lepidocyclinaの垂薩断面

3. 滑JlI産 Lepidocyclina 

4. 白岩産 Lepidocyclinaの横断面

2. 

4. 


